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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成23年5月26日(2011.5.26)

【公開番号】特開2009-170013(P2009-170013A)
【公開日】平成21年7月30日(2009.7.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-030
【出願番号】特願2008-4998(P2008-4998)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/004    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/004   　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月13日(2011.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂中に分散された金属微粒子の近傍に気化材料が配置されてなる光情報記録媒体に対
して、情報の記録時に集光される記録光に対する光反応又は熱反応によって上記気化材料
を気化させることにより空洞でなる記録マークを形成する記録ステップ
　を有する光情報記録方法。
【請求項２】
　上記金属微粒子には保護材料が配位されている
　請求項１に記載の光情報記録方法。
【請求項３】
　上記気化材料は、
　熱により気化する熱気化材料である
　請求項２に記載の光情報記録方法。
【請求項４】
　上記気化材料は、
　上記金属微粒子に配位することにより上記金属微粒子の近傍に配置された
　請求項１に記載の光情報記録方法。
【請求項５】
　上記気化材料は、
　末端が上記金属微粒子に配位する配位末端基に置換されたアルキル鎖を有している
　請求項４に記載の光情報記録方法。
【請求項６】
　上記配位末端基は、
　チオール基である
　請求項５に記載の光情報記録方法。
【請求項７】
　上記気化材料は、
　２光子吸収によって気化する２光子吸収材料の一部がアルキルチオール基に置換されて
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なる
　請求項６に記載の光情報記録方法。
【請求項８】
　上記気化材料は、（化１）式の一般式によって表される
【化１】

　請求項７に記載の光情報記録方法。
【請求項９】
　上記気化材料は、
　光に応じて反応開始因子を発生する光重合開始剤である
　請求項８に記載の光情報記録方法。
【請求項１０】
　上記金属微粒子は、
　Ａｇの微粒子である
　請求項１乃至９に記載の光情報記録方法。
【請求項１１】
　上記気化材料は、
　金属微粒子に対して過剰量が配合されることにより上記金属微粒子の近傍に配置された
　請求項１乃至９に記載の光情報記録方法。
【請求項１２】
　樹脂中に分散された金属微粒子の近傍に気化材料が配置されてなり、情報の記録時に集
光される記録光に対する光反応又は熱反応によって上記気化材料を気化させることにより
空洞でなる記録マークを形成する記録層
　を有する光情報記録媒体。
【請求項１３】
　所定の波長でなる記録光を集光して照射することにより、２光子吸収による光反応によ
って形成された気泡でなる記録マークを有する光情報記録媒体に対し、所定の再生光源か
ら出射された上記記録光よりも波長の短い読出光を集光して照射する対物レンズと、
　上記光情報記録媒体における上記記録マークの有無に応じて変調された上記読出光を検
出する光検出部と
　を有する光情報再生装置。
【請求項１４】
　所定の波長でなる記録光を集光して照射することにより、２光子吸収による光反応によ
って形成された気泡でなる記録マークを有する光情報記録媒体に対して上記記録光よりも
波長の短い読出光を集光して照射する読出光照射ステップと、
　上記光情報記録媒体における上記記録マークの有無に応じて変調された上記読出光を検
出する光検出ステップと
　を有する光情報再生方法。
【請求項１５】
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　所定の波長でなる記録光を出射する第１の光源と、
　上記記録光よりも波長の短い読出光を出射する第２の光源と、
　情報の記録時に上記記録光を集光して光情報記録媒体に照射することにより、上記光情
報記録媒体における２光子吸収による光反応によって気泡でなる記録マークを形成し、上
記情報の再生時に上記読出光を集光して光情報記録媒体に照射する対物レンズと、
　上記光情報記録媒体における上記記録マークの有無に応じて変調された上記読出光を検
出する光検出部と
　を有する光情報記録再生装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　金属ナノ粒子は、第１の実施の形態におけるアルカンチオール誘導体（化２）を保護材
料に置き換えたこと以外は、２光子吸収パーティクルと同様の手法にて作製することがで
きる。
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